












 

 

 平成 29 年度は、第 12 次労働災害防止推進計画（以降、12 次防という）の最終年度です。平成 24 年を基準として労働災害を

15％以上減少させるという目標を掲げて行政活動を進めております。しかし、本年 2月末日速報値では、平成 28 年の労働災害は、

すでに目標数値（289 件）を 44 件（15.2％）も上回りました。重点業種別対策では、製造業、建設業及び飲食店は堅調に推移し

たものの、陸上貨物運送事業、小売業及び社会福祉施設は増加傾向にあります。労働災害のない安全な職場環境の実現のため、

皆様の事業場におかれましては、安全衛生教育（特に雇入れ時教育）、自主的安全活動（特にリスクアセスメント）、転倒災害対

策、交通労働災害対策、安全の見える化等の積極的な活動をお願いいたします。 

  

1 全業種・・・目標数値（289 件） 

（図 1 平成 28 年の当署管内における休業 4日以上の労働災害の推移）（単位 人） 

 

  

2 重点業種別対策 

(ア) 製造業  

① 製造業（全体）・・・目標数値（40 件） 

（図 2 平成 28 年の製造業における休業 4日以上の労働災害の推移） （単位 人） 

 

② 食料品製造業・・・目標数値（14 件） 

（図 3 平成 28 年の食料品製造業における休業 4日以上の労働災害の推移）（単位 人） 

 

(イ) 建設業・・・目標数値（45 件） 

 （図 4 平成 28 年の建設業における休業 4日以上の労働災害の推移）（単位 人） 
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 平成 28 年の休業 4 日以上の労働災害は、平成

29 年 2 月末速報値で 35 件となり、線形近似によ

る予想では、12 次防の目標数値（40 件）の達成

が視野に入る状況である。 

 平成 28 年の休業 4日以上の労働災害は、平成

29 年 2 月末速報値で 9件となり、線形近似によ

る予想では、12 次防の目標数値（14 件）の達成

が視野に入る状況である。 

  

 平成 28 年の休業 4日以上の労働災害は、平成

29 年 2 月末速報値で 38 件となり、線形近似に

よる予想では、12 次防の目標数値（45 件）の達

成が視野に入る状況である。 

 しかし、平成 28 年 10 月に設備工事において、

作業員が屋根から墜落して死亡する災害が発生

しており、死亡災害を 0 件とする目標は達成で

きなかった。 

 平成 28 年の休業 4 日以上の労働災害は、前年

と比較して減少傾向を維持しているものの、10

月以降その減少幅は縮小し、12 月時点 12 次防の

目標値 289 件を上回った。平成 29 年 2 月末日速

報値は 333 件となり、12 次防の目標数値を 44 件

（15.2％）上回る結果である。 

 なお、凡例の「線形近似予想」は、今年の災

害件数を基に線形近似した予想直線である。 



 

 

(ウ) 陸上貨物運送事業（道路貨物運送業及び陸上貨物取扱業）・・・目標数値（24 件） 

  （図 5 平成 28 年の陸上貨物運送業における休業 4日以上の労働災害の推移）（単位 人） 

 

 

(エ) 小売業・・・目標数値（28 件） 

  （図 6 平成 28 年の小売業における休業 4日以上の労働災害の推移）（単位 人） 

 

   

(オ) 社会福祉施設・・・目標数値（24 件） 

  （図 7 平成 28 年の社会福祉施設における休業 4日以上の労働災害の推移）（単位 人） 

 

 

(カ) 飲食店・・・目標数値（15 件） 

  （図 8 平成 28 年の飲食店における休業 4日以上の労働災害の推移）（単位 人） 

 

 

3 死亡災害・・・目標数値（0件） 

 平成 28 年中、次の死亡災害が発生しました。 

   死亡災害① 業種「機械器具設備工事業」、事故の型「墜落、転落」、起因物「屋根、はり、けた、合掌」  

   死亡災害② 業種「砂利採取業」、 事故の型「崩壊、倒壊」、 起因物「石、砂、砂利」 
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 平成 28 年の休業 4日以上の労働災害は、前年

と比較して減少傾向を維持していたものの、12

月時点で 12 次防の目標値 24 件を上回った。平

成 29 年 2 月末速報値は 32 件となり、12 次防の

目標数値を 8件（33.3％）上回る結果である。 

 平成 28 年の休業 4日以上の労働災害は、12 月

時点で 12 次防の目標値 28 件を上回った。平成

29 年 2 月末速報値は 34 件となり、12 次防の目

標数値を 6件（21.4％）上回る結果である。 

 平成 28 年の休業 4 日以上の労働災害は、11

月時点で 12 次防の目標値 24 件に達した。平成

29 年 2 月末速報値は 27 件となり、12 次防の目

標数値を 3件（12.5％）上回る結果である。 

 平成 28 年の休業 4日以上の労働災害は、前年

と比較して減少傾向を維持している。平成 29 年

2 月末速報値は 10 件となり、12 次防の目標数値

（15 件）の達成が視野に入る状況である。 


